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三木 勉

印
刷
部
数
11
万
7
0
0
部

こ
の
日
、
正
午
か
ら
最
高
裁
正

門
前
で
、
首
都
圏
の
原
告
、
弁
護

団
、
支
援
組
合
に
九
州
の
仲
間
も

加
わ
り
、
大
阪
の
仲
間
の
支
援
集

会
を
行
な
い
、
入
廷
を
拍
手
で
送

り
だ
し
ま
し
た
。

集
会
参
加
者
は
衆
議
院
第
一
議

員
会
館
に
移
動
し
、
院
内
で
の
報

告
集
会
を
行
な
い
ま
し
た
。
こ
の

日
の
弁
論
内
容
な
ど
を
大
阪
弁
護

団
の
鎌
田
幸
夫
副
団
長
が
説
明
し

て
い
る
さ
な
か
に
、
大
阪
弁
護
団

の
弁
護
士
に
電
話
が
入
り
「
判
決

期
日
は
5
月
17
日
、
午
後
3
時
」

と
い
う
報
告
が
あ
る
と
、
会
場
は

ど
よ
め
き
ま
し
た
。
弁
論
を
終
え

た
大
阪
弁
護
団
、
原
告
が
報
告
集

会
に
合
流
、
村
松
昭
夫
大
阪
弁
護

団
長
が
判
決
期
日
決
定
に
つ
い

て
、
「
書
記
官
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
『
判
決
は
4
つ
ま
と
め
て
や

る
』
と
い
う
こ
と
で
す
。
5
月
の

17
日
に
歴
史
的
な
瞬
間
を
迎
え
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
で
す
が
、

全
国
の
訴
訟
が
最
高
裁
前
に
集
結

し
て
、
政
治
、
行
政
、
そ
し
て
世

論
に
も
大
い
に
こ
の
意
義
を
訴
え

る
機
会
に
し
て
い
き
た
い
」
と
興

奮
気
味
に
述
べ
ま
し
た
。

北
川
誠
太
郎
首
都
圏
統
一
本
部

事
務
局
長
の
「
全
国
総
決
起
集
会

の
開
催
」「
議

員
へ
の
要

請
」「
被
告
企

業
へ
の
要
請

行
動
」
な
ど

の
行
動
提
起

を
参
加
者
全

員
（
1
2
7

人
、
東
京
土

建
は
37
人
）

で
確
認
し
、

力
の
こ
も
っ

た
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
で
集

会
を
終
了
し

ま
し
た
。

建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
は
、
神
奈
川
、
東
京
、
京
都
、
大
阪（
い

ず
れ
も
1
陣
）
の
4
件
が
最
高
裁
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
4
月
19

日
に
大
阪
1
陣
の
弁
論
が
行
な
わ
れ
、
最
高
裁
で
の
す
べ
て
の
弁

論
が
終
了
し
ま
し
た
。
最
高
裁
第
1
小
法
廷（
深
山
卓
也
裁
判
長
）

は
判
決
日
を
4
件
と
も
5
月
17
日
と
指
定
し
ま
し
た
。

4
月
13
日
、
足
立
支
部
は
春
の

拡
大
第
3
次
の
行
動
日
で
す
。
六

木
分
会
の
セ
ン
タ
ー
に
、
齋
藤
副

委
員
長
と
栗
原
書
記
が
拡
大
グ
ッ

ズ
な
ど
を
持
っ
て
向
か
い
ま
し

た
。団

地
の
集
会
所
に
10
人
ほ
ど
の

六
木
分
会
の
仲
間
が
集
ま
り
ま
し

た
。
「
そ
れ
な
ら
東
京
土
建
に
相

談
し
よ
う
」
と
マ
ン
ガ
調
に
デ
ザ

イ
ン
さ
れ
た
宣
伝
用
の
支
部
独
自

の
チ
ラ
シ
を
折
り
な
が
ら
仲
間
が

待
っ
て
い
る
と
、
分
会
の
組
織
部

長
の
小
針
さ
ん
が
到
着
し
ま
し

た
。
手
に
は
加
入
書
が
握
り
し
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
新
し
い
仲
間
が

1
人
増
え
、
こ
れ
で
春
の
節
目
標

を
ク
リ
ア
、
み
ん
な
ニ
ッ
コ
リ
。

休
む
間
も
な
く
、
小
針
さ
ん
は
分

会
書
記
長
の
菅
野
さ
ん
、
栗
原
書

記
と
組
合
員
訪
問
に
出
か
け
ま

す
。
こ
の
日
は
「
夜
は
本
降
り
」

と
い
う
雨
予
報
で
し
た
が
、
仲
間

た
ち
の
拡
大
へ
の
熱
意
が
天
に
も

通
じ
た
の
か
傘
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
訪
問
先
で
は
自
動

車
共
済
の
更
新
手
続
き
を
し
な
が

ら
、
足
立
支
部
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
エ

コ
バ
ッ
ク
に
拡
大
グ
ッ
ズ
を
た
っ

ぷ
り
入
れ
て
、
仲
間
の
紹
介
も
し

っ
か
り
訴
え
ま
し
た
。

小
針
さ
ん
た
ち
が
セ
ン
タ
ー
に

戻
る
と
、
河
野
さ
ん
の
紹
介
で
さ

ら
に
1
人
の
加
入
。
笑
顔
が
は
じ

け
、
2
人
加
入
の
喜
び
を
込
め
て

み
ん
な
で
Ｖ
サ
イ
ン
。

「
こ
ん
な
時
こ
そ
頼
り
に
な
る

東
京
土
建
！
」（
分
会
の
春
の
拡
大

月
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
）。コ
ロ
ナ
に
負

け
ず
六
木
分
会
は
奮
闘
中
で
す
。

【
府
中
国
立
・
書
記
・
前
田
寛

史
記
】
府
中
国
立
支
部
で
は
「
仲

間
の
仕
事
と
暮
ら
し
を
守
る
拡
大

運
動
を
展
開
し
よ
う
！
」
と
意
思

統
一
し
、
春
の
月
間
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
ま
し
た
。
各
分
会
の
訪
問
行

動
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
状
況
を
考
慮
し
て
通
常
よ
り
制

限
し
て
い
ま
す
が
、
全
分
会
が
意

気
高
く
組
織
強
化
、
組
織
拡
大
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
う
し
た

な
か
、
3
月
よ
り
支
部
で
は
、
労

働
保
険
年
度
更
新
手
続
き
が
行
な

わ
れ
て
い
ま
す
。

府
中
国
立
支
部
で
は
労
働
保
険

年
度
更
新
を
単
な
る
事
務
的
な
手

続
き
と
せ
ず
、
「
仲
間
の
働
き
方

や
仕
事
の
状
況
を
じ
っ
く
り
聞
い

て
、
相
談
に
乗
れ
る
」
「
新
規
採

用
や
関
連
業
者
の
情
報
や
紹
介
な

ど
組
織
拡
大
に
つ
な
が
る
情
報
を

集
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
相
談
活

動
・
組
織
拡
大
・
仲
間
づ
く
り
の

ビ
ッ
グ
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
更
新
会
場
で
あ

る
支
部
会
館
会
議
室
に
は
、
共
済

・
資
格
講
習
・
集
団
健
診
を
紹
介
す

る
ポ
ス
タ
ー
を
貼
り
、
さ
ら
に
大

画
面
の
モ
ニ
タ
ー
で
は
「
春
の
月

間
Ｄ
Ｖ
Ｄ
」
を
エ
ン
ド
レ
ス
で
放

映
し
、
東
京
土
建
の
諸
制
度
や
取

り
組
み
を
ア
ピ
ー
ル
。
畠
山
書
記

長
が
受
付
を
担
当
し
、
来
所
す
る

仲
間
に
春
の
月
間
で
取
り
組
ま
れ

る
学
習
会
や
講
習
会
、
若
手
企
画

を
紹
介
し
、
声
か
け
を
し
ま
す
。

3
月
か
ら
こ
う
し
た
取
り
組
み

を
続
け
、
加
入
対
象
者
の
掘
り
起

こ
し
が
組
合
加
入
に
つ
な
が
る
ケ

ー
ス
が
続
い
て
い
ま
す
。
本
部
第

2
次
時
点
で
全
都
ト
ッ
プ
と
な
っ

た
拡
大
率
は
、
分
会（
訪
問
行
動
）

と
支
部
（
労
働
保
険
年
度
更
新
）

が
一
丸
と
な
っ
た
結
果
で
す
。

■
「
選
択
的
夫

婦
別
姓
」
に
関
す

る
裁
判
の
判
決
が

東
京
地
裁
で
下
さ

れ
た
。
原
告
は
想

田
和
弘
・
柏
木
規
与
子
夫
妻
。

二
人
は
1
9
9
7
年
に
ア
メ
リ

カ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で
夫
婦

別
姓
を
選
ん
で
結
婚
。
日
本
で

は
国
内
で
婚
姻
届
け
を
出
さ
な

く
て
も
、
現
地
の
法
律
で
婚
姻

が
認
め
ら
れ
れ
ば
成
立
す
る
と

民
法
は
規
定
す
る
が
、
別
姓
で

の
婚
姻
届
け
は
受
理
さ
れ
な

い
。
二
人
は
戸
籍
上
、
婚
姻
関

係
の
証
明
が
受
け
ら
れ
る
地
位

に
あ
る
こ
と
の
確
認
な
ど
を
求

め
て
国
を
提
訴
し
て
い
た
。

■
判
決
で
は
原
告
の
請
求
は

棄
却
さ
れ
た
が
、
民
法
上
の
規

定
に
基
づ
き
、
「
原
告
ら
の
婚

姻
自
体
は
、
有
効
に
成
立
し
て

い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
」
と

判
断
。
別
姓
で
の
婚
姻
は
認
め

て
も
戸
籍
上
の
手
続
き
は
で
き

な
い
と
い
う
矛
盾
が
露
呈
し
た

こ
と
に
な
っ
た
。
夫
婦
別
姓
婚

を
認
め
て
い
な
い
の
は
日
本
だ

け
だ
と
い
う
。
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
的

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

■
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
が

公
表
し
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ

プ
指
数
で
は
、
日
本
は
1
5
6

カ
国
中
1
2
0
位
。
と
く
に
政

治
・
経
済
の
分
野
で
遅
れ
て
い

る
と
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
は

女
性
は
補
助
的
労
働
に
携
わ
る

も
の
と
さ
れ
、
男
性
は
家
事
に

参
加
せ
ず
企
業
戦
士
化
し
、
長

時
間
労
働
・
低
賃
金
構
造
の
温

床
に
な
っ
て
き
た
。
女
性
の
政

治
・
経
済
分
野
へ
の
進
出
は
そ

う
し
た
状
況
を
改
善
す
る
だ
ろ

う
。
今
回
の
判
決
が
ジ
ェ
ン
ダ

ー
平
等
へ
向
か
う
流
れ
に
棹
さ

す
こ
と
に
な
れ
ば
よ
い
。

畠山書記長（右）がメリ
ット集で取り組みを紹介

こ
ん
な
時
こ
そ
頼
り
に
な
る

足立・
六 木

２
人
加
入
で
Ｖ
サ
イ
ン

節目標達成で喜ぶ六木分会の皆さん。前列左
から2人目が小針さん、3人目が河野さん。

相
談
に
乗
り
情
報
集
め
た

府中国立

労
災
年
更
で
仲
間
作
り

アスベスト

最
高
裁
が
４
件
ま
と
め
て
判
決

最高裁勝利判決を勝ち取ろうと団結

歴
史
的
瞬
間
を
迎
え
る

歴
史
的
瞬
間
を
迎
え
る

木
材
不
足
の
情
報

寄
せ
て
く
だ
さ
い

外
来
材
の
高
騰
・
流
通
不
足
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
国
産
材
に
も

影
響
が
出
て
い
ま
す
。
実
態
を
つ

か
ん
で
い
る
方
は
所
属
の
支
部
へ

情
報
を
寄
せ
て
く
だ
さ
い
。
情
報

を
も
と
に
国
の
関
係
部
署
へ
働
き

か
け
て
い
き
ま
す
。


